
子どもの地図の発達と地図学習

　成長に伴って子どもの描く地図は、発達してい

きます。一般に地図は線的なルートマップの段階

から面的なサーベイマップの段階に発達するとい

われます。社会科で地図学習が始まる小学校３年

は、ルートマップの段階の子どもがほとんどです。

この実態を踏まえて、サーベイマップへの地図の

発達を促す地図学習が重要です。

絵地図から平面地図へ

　小学校１・２年の学習では絵地図が活躍します。

生活科の教科書にも絵地図が登場します。低学年

の子どもに自由に地図を描いてもらうと、建物を

絵のように表現する事例が多く見られます。絵を

用いた地図は、子どもにとって親しみやすいとい

えます。３年での社会科の開始に伴って、子ども

の地図が絵地図から平面地図に発達するように支

援する学習を計画することが求められます。

平面地図を描くポイント

絵地図と比較して平面地図には、いくつかの特

色があります。第一は、視点の変化です。絵地図
では、水平の視点または斜めから見た視点で、建

物・樹木などの地物を表現します（ネコの目）。

平面地図では、２次元の面的な広がりのある空間

を表現できるように、上空からの垂直の視点で表

現します（トリの目）。子どもが垂直からの視点

を獲得できるようにすることが大切です（ 表１）。

第二に、道路、鉄道や河川など基準となる地物を
よりどころとして学校や自分の家の位置を定位し
ます。鉄道や主な道路など座標軸となる地物を基
に位置をとらえるようにします。第三に、地図記
号を活用してランドマークとなる場所を配置しま
す。方位の記号も描き入れるとよいでしょう。子
どもがこのような平面地図の特色をとらえ、地図

を活用することができるようになると地図の読図

や作図の技能が身に付きます。
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地図の視点（どのように見えるか比べます。）表１

以上のことに留意してワークシートをご活用ください。

ペットボトル すべり台 小学校校舎

　ネコの目　　横から見る

　トリの目　　上から見る
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